
議題２ 「花育の日」の制定について 

 

制定の目的 

「食と花の政令市」である本市において，より身近に生活の中に花を取り入れて，花の

ある生活を普及推進するために，「花育の日」を制定する。 

 

参考 既存の花の日 

月日 名称・制定地 経 緯 等 

４月２３日 サンジョルディ

の日 

スペイン 

スペイン・カタロニア地方の習慣。守護聖人サンジョル

ディを祭り，男性は女性に赤いバラを贈る 

６月第２ 

日曜日 

花の日 

アメリカ合衆国 

１９世紀中頃，アメリカで始まったブロテスタント協会

の行事。子供達が協会に花を持ち寄って礼拝し，病人な

どを慰問する。 

８月７日 花の日 

山梨県北杜市 

日本記念日協会の認定日 

ハ（８）ナ（７）から記念日として制定 

４月２３日 ぐんま花の日 

群馬県 

平成１４年に制定 

スペインのサンジョルディの日と同日 

５月第４ 

日曜日 

花の日 

佐賀県鳥栖市 

市政３５周年を記念し平成元年「鳥の日」と併せて制定 

花壇・花の絵コンクールと写真や作品の展示，花苗等の

無料配布，フラワーアレンジメント等の教室の開催 

１０月第３ 

日曜日 

緑と花の日 

金沢市 

平成１３年施行の「金沢市における緑のまちづくりの推

進に関する条例」において制定。 

都市緑化月間である１０月の第３日曜日 

毎月７日・ 

８日 

みやざき花の日 

宮崎県 

平成２２年に制定 ７日・８日はお買い得商品や切花鮮

度保持剤のプレゼントを実施 

 

※食育の日 

 

毎月１９日 食育の日 

 

全国 

平成１７年に施行された「食育基本法」の中に位置付け 

新潟市では，６月・１０月・３月を重点月として，スー

パーや小売店ではのぼり旗を立てて直売の販売強化，飲

食店では特別メニュー等の取り組みを実施している。 

 

９ 

 



 

花 育 の 日 制 定 の 考 え 方 

 

 

 

       花の観点                 緑の観点 

   家庭や地域に花と緑を，より                 都市緑化の啓発普及期間と 

   身近に取り入れて行く。           連携して推進する。 

   新潟の花が盛んな季節 春・秋        1.みどりの月間 

   いくとぴあ食花のイメージも         毎年４月１５日～5 月 14 日 

   反映。チューリップ・コスモス        2.都市緑化月間 

                         毎年 10 月 1 日～31 日 

 

 

 

     

    花育（イク）であることから，19 日とする。 

  年２回として，4 月 19 日・10 月 19 日を新潟市花育の日とする 

 

  4 月 市の花であり，切花・球根の生産量日本一であるチューリップが満開の 

     時期として設定。 

 10 月 都市緑化月間であるとともに，いくとぴあ食花の秋のイメージフラワーでも 

      あるコスモスが満開の時期として設定。 

 

具体的な取り組みの想定例 

 ①流通・小売店等，全市的な連携での取り組み。 

  流通団体   「花育の日」のＰＲの積極的な展開 

小売店     販売価格を □△87 円というふうに，末尾を 87（ハナ）とした 

割安な商品の提供（宮崎県での取り組み） 

  

 ②食育・花育センターでの取り組み 

  ４月・10 月ともにＧＷ・収穫祭というイベントが近接している。 

  平日に行っても反応が乏しいことから，19 日の属する前の週末に取り組みを実施。 

  取り組み例：４月 コスモスの種， 10 月 チューリップの球根の配布 
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